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＜将来予想に関する注意＞

本資料には日本電気株式会社および連結子会社 （以下ＮＥＣと総称します。） の戦略、財務目標、技術、製品、サービス、業績

等に関する将来予想に関する記述が含まれています。将来予想は、ＮＥＣが証券取引所や関東財務局長等の規制当局に提出す

る他の資料および株主向けの報告書その他の通知に記載されている場合があります。ＮＥＣは、そのような開示を行う場合、将来

予想に関するセーフハーバー （safe-harbor） ルールに準拠しています。これらの記述は、現在入手可能な仮定やデータ、方法に

基づいていますが、そうした仮定やデータ、方法は必ずしも正しいとは限らず、ＮＥＣは予想された結果を実現できない場合があり

ます。また、これら将来予想に関する記述は、あくまでＮＥＣの分析や予想を記述したものであって、将来の業績を保証するもので

はありません。このため、これらの記述を過度に信頼することは控えるようお願いします。また、これらの記述はリスクや不確定な

要因を含んでおり、様々な要因により実際の結果とは大きく異なりうることをあらかじめご承知願います。実際の結果に影響を与

える要因には、(1)ＮＥＣの事業領域を取り巻く国際経済・経済全般の情勢、(2)市場におけるＮＥＣの製品、サービスに対する需

要変動や競争激化による価格下落圧力、(3)激しい競争にさらされた市場においてＮＥＣが引き続き顧客に受け入れられる製品、

サービスを提供し続けていくことができる能力、(4)ＮＥＣが中国等の海外市場において事業を拡大していく能力、(5)ＮＥＣの事

業活動に関する規制の変更や不透明さ、潜在的な法的責任、(6)市場環境の変化に応じてＮＥＣが経営構造を改革し、事業経

営を適応させていく能力、(7)為替レート （特に米ドルと円との為替レート） の変動、(8)ＮＥＣが保有する上場株式の減損をもた

らす株価下落など、株式市場における好ましくない状況や動向、(9)ＮＥＣに対する規制当局による措置や法的手続きによる影

響等があります。将来予想に関する記述は、あくまでも公表日現在における予想です。新たなリスクや不確定要因は随時生じるも

のであり、その発生や影響を予測することは不可能であります。また、新たな情報、将来の事象その他にかかわらず、ＮＥＣがこれ

ら将来予想に関する記述を見直すとは限りません。

本資料に含まれる経営目標は、予測や将来の業績に関する経営陣の現在の推定を表すものではなく、ＮＥＣが事業戦略を遂行

することにより経営陣が達成しようと努める目標を表すものです。

本資料に含まれる記述は、証券の募集を構成するものではありません。いかなる国・地域においても、法律上証券の登録が必要

となる場合は、証券の登録を行う場合または登録の免除を受ける場合を除き、証券の募集または売出しを行うことはできません。

（注）
当社の連結財務諸表作成に関する会計基準は 「日本会計基準」 を採用しています。
年度表記について、２００７年度は２００８年３月期、２００８年度は２００９年３月期 （以下同様） を表しています。
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１．決算概要
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第２四半期累計実績/通期予想サマリー

（単位：億円）

０７年度 ０８年度 ０７年度 ０８年度

実績 実績 実績 予想

売 上 高 21,406 21,278 △ 0.6% 46,172 46,000 △ 0.4%

営 業 利 益 274 134 △ 140 1,568 1,200 △ 368

対売上高比率 （％） 1.3% 0.6% 3.4% 2.6%

経 常 利 益 98 70 △ 28 1,122 950 △ 172

対売上高比率 （％） 0.5% 0.3% 2.4% 2.1%

当 期 純 損 益 △ 47 18 65 227 150 △ 77

対売上高比率 （％） - 0.1% 0.5% 0.3%

１ 株 当 た り
当 期 純 損 益 （ 円 ）

△ 2.43 0.83 3.26 11.06 7.41 △ 3.65

第２四半期累計期間

前年同期比

通期

前年度比

※ 予想値は、２００８年１０月３０日現在

参考 ： 第２四半期累計期間の売上平均為替レート １ドル＝約１０６円、１ユーロ＝約１６３円 ／ 下期為替レート前提 1ドル＝１０５円、１ユーロ＝１４０円
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第２四半期累計 決算総括

売上高 ２１,２７８億円 （前年同期比 △０.６％）

エレクトロンデバイスの減少 （同 △５.７％）

ネットワークシステム （同 △４.３％）、パーソナルソリューションの減少 （同 △４.４％）

モバイルターミナル （同 ＋２０.５％）、ＩＴプロダクト （同 ＋５.５％）、ＩＴサービス/ＳＩ （同 ＋２.９％） は堅調

営業利益 １３４億円 （前年同期比 △１４０億円）

ネットワークシステム （同 約△１４０億円）、モバイル/パーソナルソリューションの減少 （同 △９２億円）

ＩＴプロダクトは大幅増 （同 約＋１６０億円）

（売上高減少を原価率の改善により吸収したものの、開発費の増加などにより販売費及び一般管理費が増加）

経常利益 ７０億円 （前年同期比 △２８億円）

営業利益の減少

営業外損益の改善 （持分法による投資損益が改善）

当期純損益 １８億円 （前年同期比 ＋６５億円）

特別利益の増加 （関係会社株式売却益の計上）

特別損失の減少 （製品不具合対策費用など）
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《参考》 その他の経営指標

（単位：億円）

０７年度 ０８年度 ０７年度 ０８年度

実績 実績 実績 予想

総 資 産 35,985 34,336 △ 1,649 35,268

純 資 産 12,180 11,668 △ 512 11,855

有 利 子 負 債 残 高 8,703 8,570 △ 133 8,008

自 己 資 本 10,205 9,837 △ 368 10,042

自己資本比率 （％） 28.4% 28.6% 0.2pt 28.5%

Ｄ/Ｅレシ オ （ 倍） 0.85 0.87 △ 0.02pt 0.80

フリーキャッシュフロー △ 141 △ 596 △ 455 565 0 △ 565

通期

前年度比

第２四半期累計期間

前年同期比

※ 予想値は、２００８年１０月３０日現在
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２．セグメント別の状況
（第２四半期累計実績）
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セグメント別実績
（億円）

238

4,206 3,968

4,117 4,309

12,763

342

12,741

-173

14

81

-11

4

-193

334

352

０７年度 ０８年度 ０７年度 ０８年度

21,406 27421,278

134

ＩＴ/ＮＷ
ソリューション

モバイル/パーソナル
ソリューション

エレクトロンデバイス

その他/消去

ＩＴ/ＮＷ
ソリューション

モバイル/パーソナル
ソリューション

エレクトロンデバイス

その他/消去

売上高 営業損益

△１０

△１４０
△０.６％

△１８
+０.２％

+４.７％

△５.７％

前年
同期比

△９２

第２四半期累計
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売上高実績増減 （前年同期比）

０７年度

21,406
０８年度

21,278
ＩＴ/ＮＷソリューション ＋２２ （＋０.２％）

エレクトロンデバイス
△２３８ （△５.７％）

モバイル/パーソナルソリューション ＋１９２ （＋４.７％）

ＩＴサービス/ＳＩ
＋１０６ （＋２.９％）

ＩＴプロダクト
＋１４１ （５.５％）

ネットワークシステム
△２２１ （△４.３％）

社会インフラ
△４ （△０.３％）

（億円）

モバイルターミナル
＋３０８ （＋２０.５％）

パーソナルソリューション
△１１６ （△４.４％）

その他
△１０４ （△３０.４％）

第２四半期累計
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営業利益実績増減 （前年同期比）

ＩＴ/ＮＷソリューション △１８

エレクトロンデバイス △１０

モバイル/パーソナルソリューション △９２

ＩＴサービス/ＳＩ
約△４０

ＩＴプロダクト
約＋１６０

ネットワークシステム
約△１４０

社会インフラ
約＋１０

（億円）

モバイルターミナル
約△５０

パーソナルソリューション
約△４０

その他 △２０

０７年度

274
０８年度

134

第２四半期累計
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1,376 1,372

5,143 4,922

2,574 2,715

3,7543,648

約150

約290
約70

約△90

約120

約160

ＩＴ/ＮＷソリューション事業

売上高 １２,７６３億円 （＋０.２％）

ＩＴサービス／ＳＩ ： ほぼ全業種向けで堅調

ＩＴプロダクト ：

基幹システム向けサーバおよびストレージ
の出荷好調

ネットワークシステム ：

国内移動通信事業者の投資の一巡や、
為替変動の影響などにより減少

社会インフラ ： ほぼ前年並み

営業利益 ３３４億円 （△１８億円）

ネットワークシステム ： 売上減と開発費増

ＩＴプロダクト ：

採算性の高い製品の売上増に伴い増益

（億円）

ＩＴサービス/ＳＩ

社会インフラ

ＩＴプロダクト

ネットワーク
システム

※ カッコ内の数値は、前年同期比

第２四半期累計

12,741 12,763＋０.２％

前年
同期比

売上高

＋２.９％

＋５.５％

△４.３％

△０.３％

０７年度 ０８年度

営業損益

352

334
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トピックス

ＩＴプロダクト

データセンターでの利用に最適な省電力サーバ

「ＥＣＯ ＣＥＮＴＥＲ」 が 「グリーンＩＴアワード２００８

経済産業大臣賞」 受賞

ネットワークシステム

ＮＴＴドコモの次世代携帯電話網 「Ｓｕｐｅｒ３Ｇ」 を収容する

コアネットワーク装置ベンダーに選定

インドネシアＩｎｄｏｓａｔ社からモバイルバックホールＩＰマイグレーション

プロジェクトを受注

タイ皇太子基金病院からモバイルＷｉＭＡＸを受注

米国のソフト会社ネットクラッカー社を買収、

通信サービス事業者向けソフト・サービス事業を強化

光海底ケーブルなどの製造・販売を行うＯＣＣ社の

経営権を取得

省電力サーバ
「ＥＣＯ ＣＥＮＴＥＲ」

第２四半期累計

海底光中継器と海洋敷設風景
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2,613 2,497

1,504 1,812

約△10

約30

約50

０７年度 ０８年度

4,117

モバイル/パーソナルソリューション事業

4,309

モバイル
ターミナル

パーソナル
ソリューション

売上高

営業損益

＋２０.５％

△４.４％

＋４.７％

（億円）

前年
同期比

売上高 ４,３０９億円 （＋４.７％）

モバイルターミナル ：

国内出荷台数が前年同期比約３割増

（２１０万台 ⇒ ２８０万台）

市場が２割超減少する中でシェア拡大
（*） 国内出荷シェア ８.４％ （５位 1H/07）

⇒ １２.９％ （３位 1H/08） （出典 ： ＭＭ総研）

パーソナルソリューション ：

国内ＰＣ出荷台数が横這い （１２６.５万台）

海外ＰＣや前年好調の国内ＰＣ以外の事業

（通信ターミナルなど） が減少

営業損益 △１１億円 （△９２億円）

モバイルターミナル ：

機種数増などによる開発費増加や、新市場

参入費用増などにより減少

パーソナルソリューション ：

海外のパーソナルコンピュータ事業の悪化

国内ＰＣ以外の事業における売上減により

減少

※ カッコ内の数値は、前年同期比

第２四半期累計

81

△11
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19
12

△ 5 △ 8

696 632

3,336
3,510

０７年度 ０８年度

エレクトロンデバイス事業

売上高 ３,９６８億円 （△５.７％）

半導体 ：

通信機器向け半導体や
トランジスタ・ダイオードなどの減

電子部品その他 ：

電子部品および民生用小型液晶ディス
プレイの減

営業利益 ４億円 （△１０億円）

半導体 ： 売上減少

電子部品その他 ： 売上減少

※ カッコ内の数値は、前年同期比

※注 半導体分野の業績は、ＮＥＣエレクトロニクス㈱が米国会計基準に準拠した財務諸表を公表しているため、ＮＥＣエレクトロニクスの公表値 （米国会計基準） で表記しています。
日本会計基準への修正による差異は、電子部品その他分野に含まれています。

第２四半期累計

4,206
3,968

半導体
（ＮＥＣエレ）

電子部品
その他

売上高

０７年度 ０８年度

△５.０％

△９.２％

△５.７％

（億円）

前年
同期比

営業損益

14
4
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323 373 412 324 311 321

1,774
1,659 1,663 1,673

1,708
1,736

△ 22

17

0

25

△ 15

11

△ 22

41

33

2

17

△ 5

2,059

《参考》 四半期業績推移

2,147

半導体
（ＮＥＣエレ）

電子部品
その他

売上高

０７年度

（億円）

※注 半導体分野の業績は、ＮＥＣエレクトロニクス㈱が米国会計基準に準拠した財務諸表を公表しているため、ＮＥＣエレクトロニクスの公表値 （米国会計基準） で表記しています。
日本会計基準への修正による差異は、電子部品その他分野に含まれています。

2,120
1,982 1,974 1,994

０８年度

営業損益

△44

58

33
27

△2
6

第２四半期累計

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ
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３．通期業績予想
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通期 業績予想総括

売上高 ４６,０００億円 （前年度比 △０.４％）

エレクトロンデバイスの減少 （同 △５.５％）

ネットワークシステムの減少 （同 △２.４％）

モバイルターミナルは大幅増 （同 ＋１１.７％）

ＩＴサービス/ＳＩ （同 ＋３.３％）、ＩＴプロダクト （同 ＋２.２％） も堅調

営業利益 １,２００億円 （前年度比 △３６８億円）

ネットワークシステムの減少 （同 約△２８０億円）

パーソナルソリューションの減少 （同 約△９０億円）

エレクトロンデバイスの減少 （同 △７４億円）

ＩＴプロダクト （同 約＋７０億円）、ＩＴサービス/ＳＩ （同 約＋６０億円） は堅調

通期予想
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セグメント別 通期業績予想

売上高 営業損益

350

8,309 7,850

8,729 9,200

28,600

472

28,662

-344

74

232

1,470

0

-360

90

1,606

０７年度 ０８年度
（予想）

０７年度 ０８年度
（予想）

46,172 1,56846,000

1,200

ＩＴ/ＮＷ
ソリューション

モバイル/パーソナル
ソリューション

エレクトロンデバイス

その他/消去

ＩＴ/ＮＷ
ソリューション

モバイル/パーソナル
ソリューション

エレクトロンデバイス

その他/消去

※ 予想値は、２００８年１０月３０日現在

△０.４％

△０.２％

+５.４％

△５.５％

△７４

△３６８

△１３６

△１４２

（億円）

前年度比

通期予想
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売上高 前年度比増減 （通期予想）

０７年度

46,172
０８年度
（予想）

46,000
ＩＴ/ＮＷソリューション △６２ （△０.２％）

エレクトロンデバイス
△４５９ （△５.５％）

モバイル/パーソナルソリューション ＋４７１ （＋５.４％）

ＩＴサービス/ＳＩ
＋２７５ （＋３.３％）

ＩＴプロダクト
＋１３２ （２.２％）

ネットワークシステム
△２６０ （△２.４％）

社会インフラ
△２０９ （△６.１％）

（億円）

モバイルターミナル
＋３９７ （＋１１.７％）

パーソナルソリューション
＋７４ （＋１.４％）

その他
△１２２ （△２５.８％）

※ 予想値は、２００８年１０月３０日現在

通期予想
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営業利益 前年度比増減 （通期予想）

（億円）

０７年度

1,568

０８年度
（予想）

1,200

※ 予想値は、２００８年１０月３０日現在

ＩＴ/ＮＷソリューション △１３６

エレクトロンデバイス △７４

モバイル/パーソナルソリューション △１４２

ＩＴサービス/ＳＩ
約＋６０

ＩＴプロダクト
約＋７０ ネットワークシステム

約△２８０

社会インフラ
約＋１０

モバイルターミナル
約△５０

パーソナルソリューション
約△９０

その他 △１６

通期予想
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3,409 3,200

10,860 10,600

6,068 6,200

8,6008,325

約130 約140

約780
約500

約90

約160

約610

約670

０７年度 ０８年度
（予想）

28,662

ＩＴ/ＮＷソリューション事業

28,600△０.２％

ＩＴサービス/ＳＩ

社会インフラ

ＩＴプロダクト

ネットワーク
システム

売上高

＋３.３％

＋２.２％

△２.４％

△６.１％

（億円）

※ 予想値は、２００８年１０月３０日現在

前年度比

売上高 ２８,６００億円 （△０.２％）

ＩＴサービス／ＳＩ ：

金融以外は引き続きＩＴ投資が堅調
特にセキュリティ、コンプライアンス、経営効
率化などが底堅く推移

ＩＴプロダクト ：

前年下期からの基幹サーバ等の好調が持続

ネットワークシステム ：

国内ＮＧＮ関連が堅調、移動通信投資一巡、
海外は海底ケーブル増、パソリンクが堅調

社会インフラ ： 大型案件の減

営業利益 １,４７０億円 （△１３６億円）

ネットワークシステム ：

売上減、為替インパクト、開発費増により大
幅に減少

ＩＴプロダクト ：

採算性の高い製品の売上増に伴い増益

ＩＴサービス/ＳＩ ：

売上増、ＳＩ革新による採算性の一層の向上
で増益

通期予想

営業利益

1,606
1,470
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業種別ＳＩ事業の動向 （ＩＴサービス/ＳＩ、ＩＴプロダクト）

通期予想

業種 当社状況
（通期売上見込）

概況と当社の取り組み

官庁
予算低減傾向だが、基幹業務システムや研究機関向けス
パコンなどに加え、次世代電子サービスなど新規事業獲得
に注力

公共/医療
• 医療制度改正商談一服

• 自治体予算は厳しいも、基幹システム再構築需要あり、
当社行政向けソリューションＧＰＲＩＭＥを積極展開

金融
• 証券業向けは新規案件が凍結するなど厳しい状況

• 地銀、保険も低位で推移

通信・メディア
設備予算削減傾向にあるが、ＮＧＮやデジタル広告など拡
大領域に注力

製造

流通/サービス

• 景気悪化による投資抑制懸念はあるが、セキュリティ、コ
ンプライアンス関連など効果に直結する投資領域に注力

• 加えて、ｅコマースや電子マネー、ＳａａＳなど成長領域で
の受注拡大を目指す
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約30

約120

約110

約60

モバイル/パーソナルソリューション事業

5,326 5,400

3,403
3,800

０７年度

8,729
9,200

モバイル
ターミナル

パーソナル
ソリューション

売上高

＋１１.７％

＋１.４％

＋５.４％

（億円）

前年度比

０８年度
（予想）

※ 予想値は、２００８年１０月３０日現在

売上高 ９,２００億円 （＋５.４％）

モバイルターミナル ：

競争力のある製品の投入によるシェアアッ

プなどにより約２割の出荷増を計画

（４８０万台 ⇒ ５８０万台）

パーソナルソリューション ：

ＢＩＧＬＯＢＥの売上増などにより

増収を見込む

国内ＰＣは出荷台数増を計画

（２６７万台 ⇒ ２７５万台）

営業利益 ９０億円 （△１４２億円）

モバイルターミナル ：

上期を中心とした開発費増や、新市場参

入費用の増加などにより減少

パーソナルソリューション ：

海外ＰＣ、ＰＣ以外の事業の悪化などに

より減少

通期予想

営業損益

232

90
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携帯電話機/ＰＣ 出荷台数推移

170

120
140 130 120

90
110

160 160

120

0

50

100

150

200

０６/１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ ０７/１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ ０８/１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

64 69
58

81

55

72
59

81

62 64.5

0

20

40

60

80

100

０６/１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ ０７/１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ ０８/１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

携帯電話機

国内パソコン

５６０万台 ４８０万台 ５８０万台 （予想）

２７２万台 ２６７万台 ２７５万台 （予想）

※ 予想値は、２００８年１０月３０日現在

（万台）

（予想） （予想）

（予想） （予想）

通期予想
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23

△ 10

51

10

エレクトロンデバイス事業

1,432 1,250

6,600
6,877

8,309
7,850

半導体
（ＮＥＣエレ）

電子部品
その他

売上高

０７年度 ０８年度

△４.０％

△１２.７％

△５.５％

（億円）

前年度比

※ 予想値は、２００８年１０月３０日現在

売上高 ７,８５０億円 （△５.５％）

半導体 ：

個別半導体が全般的に減少
デジタルＡＶ機器向けＥＭＭＡなどの
ＳｏＣは増加

電子部品その他 ：

電子部品および民生用小型液晶ディス
プレイの減

営業損益 ０億円 （△７４億円）

半導体 ：

売上減少による利益減
生産体制再編の加速などのコスト削減
施策により営業黒字を確保

電子部品その他 ： 売上減少

※注 半導体分野の業績は、ＮＥＣエレクトロニクス㈱が米国会計基準に準拠した財務諸表を公表しているため、ＮＥＣエレクトロニクスの公表値 （米国会計基準） で表記しています。
日本会計基準への修正による差異は、電子部品その他分野に含まれています。

通期予想

営業損益

74

0
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４．今年度の配当について
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中間配当の見送りおよび配当予想の修正

１０月２２日の業績予想修正時に行った配当予想 （＊） については、

「中間配当は見送り、期末/年間配当は未定」 に変更

変更の理由 （業績予想修正発表 （10/22時点） からの状況変化）

昨今の株式市場における株価の急落に伴い、当社の個別決算において

保有株式の減損リスクが急速に高まったため、中間配当の実施は見送る

期末配当および年間配当についても、今後の株価の動向の見極めがつか

ないことから現時点では未定とし、実施の可否等については改めて公表

（＊） 中間配当金は１株につき４円、年間配当金は１株につき８円 （中間配当金の予定額４円を含む）

※ 予想値は、２００８年１０月３０日現在

＊ １０月２２日発表の業績予想値は変更ありません
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